
回
答
は

七
月
二
九
日
ま
で
と

約
束

会
談
す
る
本
会
会
員

と
動
燃
担
当
者

三
陸
の
海
を
放
射
能

か
ら
守
る
岩
手
の
会

は
、
六
月
二
三
日
、
永

田
文
夫
質
問
状
担
当
代

表
と
他
二
人
の
会
員

を
、
六
カ
所
村
に
あ
る

日
本
原
燃(

株)

本
社
に

送
り
、
会
社
担
当
者
に

面
談
し
、
再
処
理
工
場

の
海
洋
汚
染
に
付
い
て

の
質
問
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

原
燃
側
か
ら
は
広
報

企
画
グ
ル
ー
プ
鈴
木
良

典
副
部
長
、
西
村
広
報

企
画
担
当
、
他
に
二
人

が
応
接
し
ま
し
た
。

こ
の
会
談
に
は
、
青

森
の
六
カ
所
再
処
理
工

場
反
対
一
万
人
訴
訟
原

告
団
や
地
元
反
対
運
動

の
六
人
が
同
行
し
、
ま

た
、
読
売
新
聞
、
東
奥

日
報
、
デ
ー
リ
ー
東
北

の
三
社
の
記
者
が
取
材

を
行
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
質
問
状
を

受
け
取
っ
た
原
燃
担
当

者
は
、
七
月
二
九
日
に

解
答
書
を
受
け
取
り
た

い
と
い
う
私
た
ち
の
要

請
を
応
諾
し
ま
し
た
。

質
問
書
の
主
な
内
容

質
問
１
，
放
射
能
を
大

量
に
海
洋
に
放
出
す
る

こ
と
に
つ
い
て

●
な
ぜ
計
画
書
に
あ
る
よ

う
な
大
量
の
放
射
能
を
海

に
放
出
す
る
の
で
す
か
？

工
場
内
で
原
子
力
発
電
所

レ
ベ
ル
ま
で
下
げ
て
放
出

出
来
な
い
の
は
な
ぜ
で
す

か
？

●
放
出
す
る
核
種
の
す
べ

て
に
つ
い
て
年
放
出
ベ
ク

レ
ル
数
と
、
そ
れ
が
経
口

摂
取
し
た
場
合
の
年
シ
ー

ベ
ル
ト
数
を
お
知
ら
せ
下

さ
い
。

●
極
め
て
長
い
半
減
期
の

核
種
が
多
数
含
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
放
出
さ
れ
た
場

合
、
半
永
久
的
な
放
射
能

汚
染
が
残
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

●
各
核
種
が
生
命
や
生
態

系
に
与
え
ら
る
影
響
に
つ

い
て
科
学
的
に
解
明
さ
れ

て
い
ま
す
か
？

質
問
２

環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
に
つ
い
て

●
六
カ
所
か
ら
三
陸
沿
岸

に
つ
い
て
の
海
流
の
流
れ

に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
を
お

知
ら
せ
下
さ
い
。
と
く
に

放
出
液
の
月
ご
と
の
流
れ

の
予
測
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

●
三
陸
沿
岸
の
養
殖
物
、

栽
培
物
、
魚
、
天
然
の
底

生
生
物
、
海
藻
、
海
低
土

な
ど
に
つ
い
て
環
境
影
響

調
査
を
行
い
ま
し
た
か
？

結
果
を
お
知
ら
せ
下
さ

い
。

●
放
射
性
核
種
が
海
底
環

境
中
で
ど
の
よ
う
に
振
る

舞
う
の
か
、
波
し
ぶ
き
、

風
の
影
響
な
ど
も
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

●
ま
た
生
物
に
ど
の
よ
う

に
濃
縮
す
る
の
か
、
お
知

ら
せ
下
さ
い
。

質
問
３

監
視
測
定
に

つ
い
て

●
放
出
水
の
放
射
能
測
定

項
目
と
そ
の
回
数
、
測
定

業
者
を
お
知
ら
せ
下
さ

い
。
第
三
者
機
関
の
測
定

は
あ
り
ま
す
か
？

国
の

立
ち
入
り
検
査
は
あ
り
ま

す
か
？

●
子
ど
も
達
を
は
じ
め
沿

岸
住
民
の
健
康
診
断
は
行

い
ま
す
か
？

Ｄ
Ｎ
Ａ
や

遺
伝
子
へ
の
影
響
調
査
は

行
い
ま
す
か
。

質
問
４

英
仏
に
お
け

る
再
処
理
工
場
周
辺
の

被
害
に
つ
い
て

止めよう！

《再処理》

三陸の海を

放射能から守る岩手の会
ミニコミ通信

第３号

２００５（平成１７）年

６月２８日発行

編集連絡 S.Oshida
電話・ファックス

019-623-1636

なぜ 放射能を大量に海洋に放出するのか？
六項目の質問書を提出

６月２３日 六カ所村日本原燃(株)本社にて



多
様
な
人
々
を
集
め

準
備
会
開
催

六
カ
所
再
処
理
工
場

が
稼
働
し
た
場
合
の
三

陸
の
海
の
大
規
模
放
射

能
汚
染
を
警
告
し
た
水

口
憲
哉
名
誉
教
授
（
東

京
海
洋
大
学
）
の
リ
レ

ー
講
演
会
準
備
会
は
、

六
月
二
四
日
夜
宮
古
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
の
は
、
漁

協
組
合
長
や
周
辺
市
町

村
議
員
、
生
協
関
係
者
、

市
民
な
ど
十
数
人
。
五

月
に
盛
岡
講
演
会
を
行

っ
た
私
達
の
会
か
ら
も

二
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

一
刻
も
早
く
多
く
の

人
々
に
真
相
を

会
議
で
は
、
ま
ず
再

処
理
工
場
が
稼
働
し
た

場
合
の
三
陸
の
海
へ
の

計
り
知
れ
な
い
被
害
に

つ
い
て
真
剣
な
憂
慮
の

声
が
出
さ
れ
、
沿
岸
住

民
に
真
相
を
一
刻
も
早

く
知
ら
せ
、
正
し
い
判

断
を
下
せ
る
よ
う
に
す

る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
た
め
に

岩
手
の
海
を
長
年
研
究

し
、
い
ち
早
く
警
告
を

発
せ
ら
れ
た
水
口
憲
哉

教
授
の
講
演
会
に
多
く

の
住
民
の
参
加
を
得
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

さ
れ
ま
し
た
。

宮
古
地
区
講
演
会
は

九
月
一
日

宮
古
市
民
文
化
会
館

宮
古
地
区
の
参
加
者

は
さ
っ
そ
く
、
実
行
委

員
会
結
成
を
話
し
合

い
、
代
表
に
田
村
剛
一

氏
（
山
田
町
議
）
を
選

出
し
、
実
施
要
領
を
確

認
し
ま
し
た
。

宮
古
地
区
講
演
会
は

九
月
一
日
（
木
）
宮
古

市
民
文
化
会
館
で
の
開

催
と
し
、
七
月
七
日
第

一
回
実
行
委
員
会
を
開

催
し
ま
す
。
み
ん
な
で

広
範
な
住
民
に
周
知
さ

せ
成
功
を
め
ざ
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

高
田
・
久
慈
地
区
で
も

講
演
会
実
行
委
員
会

ま
た
、
八
月
三
十
一

日
久
慈
地
区
、
九
月
二

日
高
田
地
区
で
の
講
演

会
設
定
が
確
認
さ
れ
、

圧
倒
的
多
数
の
住
民
を

集
め
成
功
さ
せ
る
事
が

話
し
あ
わ
れ
ま
し
た
。

（
Ｎ
）

（
一
面
か
ら
の
続
き
）

●
イ
ギ
リ
ス
全
土
の
子
ど

も
達
の
抜
歯
か
ら
プ
ル
ト

ニ
ュ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
て

い
る
と
い
う
報
道
が
あ
る

が
ど
う
思
い
ま
す
か
？

六
カ
所
再
処
理
工
場

日
本
原
燃
正
門
か
ら

六
月
二
三
日
撮
影

●
北
海
や
英
仏
海
峡
の
海

底
土
や
再
処
理
工
場
周
辺

質
問
事
項
を
拝
見
し
ま

し
た
が
内
容
が
実
に
的
確

な
の
は
当
然
と
し
て
、
同

時
に
素
直
な
疑
問
で
、
多

く
の
人
々
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
も
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。六

カ
所
と
三
陸
沿
岸
は

の
海
産
物
の
放
射
能
汚
染

が
報
道
さ
れ
て
い
る
が
ど

う
思
い
ま
す
か
？

●
英
仏
の
再
処
理
工
場
か

ら
数
十
キ
ロ
離
れ
た
地
点

か
ら
も
白
血
病
や
ガ
ン
の

罹
災
率
増
加
が
報
じ
ら
れ

政
府
も
認
め
て
い
ま
す
が

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
日
本

で
も
あ
り
得
る
と
思
い
ま

せ
ん
か
？

質
問
５

説
明
責
任
や

情
報
公
開
に
つ
い
て

●
三
陸
の
海
へ
の
影
響
に

つ
い
て
岩
手
県
民
に
説
明

す
る
予
定
は
あ
り
ま
す

か
？

●
公
開
討
論
会
を
予
定
し

た
場
合
参
加
頂
け
ま
す

か
？

●
再
処
理
工
場
の
情
報
公

開
を
す
る
予
定
は
あ
り
ま

す
か
？
資
料
の
請
求
の
窓

か
な
り
特
殊
な
位
置
関
係

に
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い

ま
す
。
原
子
力
安
全
・
保

安
院
は
私
の
質
問
書
に
対

し
て
「
三
陸
へ
の
影
響
は

遠
方
な
の
で
拡
散
に
よ
っ

て
及
ば
な
い
」
と
い
う
基

本
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

口
は
ど
こ
で
す
か
？

質
問
６

「
使
用
済
み

燃
料
」
の
ア
ク
テ
ィ
ブ

試
験
に
つ
い
て

●
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
は
今

年
一
二
月
か
ら
の
予
定
で

す
か
？

●
放
射
能
を
除
去
し
、
消

滅
出
来
る
技
術
が
完
成
す

る
ま
で
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
試

験
を
延
期
し
て
は
ど
う
で

す
か
。

●
岩
手
県
民
、
沿
岸
住
民

の
理
解
と
納
得
を
得
て
か

ら
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
に
入

る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

し
か
し
六
カ
所
放
出
地
点

か
ら
一
旦
下
北
海
域
に
拡

散
し
た
放
射
能
が
、
親
潮

の
壁
と
三
陸
沿
岸
に
挟
ま

れ
た
狭
い
海
域
に
収
束
す

る
よ
う
に
流
れ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
三
陸
沿
岸
の
等

水
深
線
を
見
れ
ば
、
放
射

能
が
、
沿
岸
に
く
っ
つ
く

よ
う
に
し
て
流
れ
る
事
は

一
目
瞭
然
で
す
。
注
目
す

べ
き
は
山
田
の
定
置
網
か

ら
、
潮
流
調
査
ハ
ガ
キ
が

一
枚
帰
っ
て
き
た
こ
と
で

す
。
定
置
網
の
配
置
な
ど

詳
し
い
こ
と
が
分
か
っ
た

ら
お
教
え
く
だ
さ
い
。

（
要
約

Ｏ
）

三
陸
の
海
を
守
れ

沿
岸
地
区
リ
レ
ー
講
演
会
準
備
会
開
催
六
・
二
四

久
慈
八
月
三
十
一
日
、
宮
古
九
月
一
日
、
高
田
九
月
二
日
予
定

大
阪

美
浜
の
会
代
表

小
山
英
之
さ
ん
か
ら
連
帯
の
メ
ー
ル


